
 

 

カンナ カムイ（カムイユカㇻ）  

 

札幌市：土屋 榛名 

＊サケへ：ㇼットゥンナー  

＊アイヌーモシㇼー 人間の国土 

＊チヌカンルースイー 見たいと思い 

＊シネアントーター ある日 

＊シシㇼームカー 沙流川の 

＊ペットゥラシー 川を遡って 

＊パイェアサイケー 行くと 

＊スースニータイー ヤナギの林が 

＊ホサオーチウェー 水際に茂り 

＊ケネーニータイー ハンノキの林が 

＊ホマコーチウェー 丘辺に茂る 

＊パイェーアサイネー 行くと 

＊ポロコータンアンー 大きな村 

＊コタンーノㇱキーター 村の真ん中で 

＊モシㇼーコラーチー 山のような 

＊ポロチーセアンー 大きな家があった 

＊コータンコㇿクㇽー 村長の 

＊チセネールウェーネー 家であった 

＊コータンコㇿㇰㇽー 村長の 

＊ポホーアナㇰネー 息子は 

＊イルイケコㇿアンー 砥ぎ物をしていた 

＊マッネポーホー 娘は 

＊イテセコㇿアンー 編み物をしていた 

＊コタンコㇿクㇽー 村長が 

＊エネイータキー そのように言った 

＊カムイアㇷ゚カㇱナー 神の歩みに 

＊オリパㇰセコㇿー 遠慮と共に 

＊ハウェアナコㇿカー 言ったが 

＊ネーポーホー その息子は 

＊エネーイターキー そう言った 

＊カムイアナㇰネー 神は 

＊ソモイルーイケー 研ぎ物をしないのかというと 

＊エネイターキー そのように言う 

＊エネイキーコロー そうすると 



 

 

＊トゥルㇱワッカー 汚れた水 

＊シーニシコトロー 天空に 

＊エシースイェー それを自ら振り 

＊ネーマッネーポー その娘は 

＊ペトッタランワー 川を下って 

＊キナテイネレー ガマ草を柔らかくして 

＊シーニシコトロー 天空に 

＊エーシースイェー それを自ら振り 

＊カンナカムイー 龍神へ 

＊パロホーネヤッカー 口や 

＊シキヒーネヤッカー 目へ 

＊トゥールㇱワッカー 汚れた水が 

＊オマルウェーネー 入ってしまった 

＊オロワノー それから 

＊イルㇱカーカㇱパー 怒り過ぎた 

  

イルㇱカペネクス オロワノ アペラオチ スマラ

オチ アラランケ ネコタン アエラオケレ ルウ

ェネ セコㇿアン カムイユカㇻ ネ ワー 

怒ったものだから それから 火の玉とか石

の玉を落として、その村を全滅させたという

お話です。 

出典：語り 木幡サチ子 

 


